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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年1月17日(2019.1.17)

【公開番号】特開2017-97307(P2017-97307A)
【公開日】平成29年6月1日(2017.6.1)
【年通号数】公開・登録公報2017-020
【出願番号】特願2015-232493(P2015-232493)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月27日(2018.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結晶性ポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂、着色剤、およびワックスを含有す
るトナーであって、
　該トナーは、溶融混練粉砕トナーであり、
　該結晶性ポリエステル樹脂は、
　触媒として無機スズ化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該非晶性ポリエステル樹脂は、
　触媒としてチタン化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該チタン化合物が下記の構造式（１）または構造式（２）で表わされる化合物であるこ
とを特徴とするトナー。
　Ｔｉ（－Ｘ）ｍ（－ＯＨ）ｎ　（１）
　Ｏ＝Ｔｉ（－Ｘ）ｐ（－ＯＲ）ｑ　（２）
　［式中、Ｘは炭素数２以上１２以下のモノもしくはポリアルカノールアミンから１個の
ＯＨ基のＨを除いた残基である。ポリアルカノールアミンの他のＯＨ基のＨを除いた残基
が同一のＴｉ原子に結合し分子内で環構造を形成していても良く、他のＴｉ原子に結合し
分子間で重縮合し繰り返し構造を形成していても良い。繰り返し構造を形成する場合の重
合度は２以上５以下である。ＲはＨ、または１個以上３個以下のエーテル結合を含んでい
ても良い炭素数１以上８以下のアルキル基である。ｍは１以上４以下の整数、ｎは０以上
３以下の整数、ｍとｎの和は４である。ｐは１または２、ｑは０または１、ｐとｑの和は
２である。ｍまたはｐが２以上の場合、それぞれのＸは同一であっても異なっていても良
い。］
【請求項２】
　前記トナー組成物は、更に、ビニル系モノマーに由来するユニットと炭化水素化合物と
が結合した構造を有する重合体を含有する請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
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　前記ワックスは、炭化水素化合物である請求項１または２に記載のトナー。
【請求項４】
　結晶性ポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂、着色剤、およびワックスを含有す
るトナー組成物を溶融混練する工程を有するトナーの製造方法であって、
　該結晶性ポリエステル樹脂は、
　触媒として無機スズ化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該非晶性ポリエステル樹脂は、
　触媒としてチタン化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該チタン化合物が下記の構造式（１）または構造式（２）で表わされる化合物であるこ
とを特徴とするトナーの製造方法。
　Ｔｉ（－Ｘ）ｍ（－ＯＨ）ｎ　（１）
　Ｏ＝Ｔｉ（－Ｘ）ｐ（－ＯＲ）ｑ　（２）
　［式中、Ｘは炭素数２以上１２以下のモノもしくはポリアルカノールアミンから１個の
ＯＨ基のＨを除いた残基である。ポリアルカノールアミンの他のＯＨ基のＨを除いた残基
が同一のＴｉ原子に結合し分子内で環構造を形成していても良く、他のＴｉ原子に結合し
分子間で重縮合し繰り返し構造を形成していても良い。繰り返し構造を形成する場合の重
合度は２以上５以下である。ＲはＨ、または１個以上３個以下のエーテル結合を含んでい
ても良い炭素数１以上８以下のアルキル基である。ｍは１以上４以下の整数、ｎは０以上
３以下の整数、ｍとｎの和は４である。ｐは１または２、ｑは０または１、ｐとｑの和は
２である。ｍまたはｐが２以上の場合、それぞれのＸは同一であっても異なっていても良
い。］
【請求項５】
　前記トナー組成物は、更に、ビニル系モノマーに由来するユニットと炭化水素化合物と
が結合した構造を有する重合体を含有する請求項４に記載のトナーの製造方法。
【請求項６】
　前記ワックスは、炭化水素化合物である請求項４または５に記載のトナーの製造方法。
【請求項７】
　前記溶融混練工程は、二軸押出機により、混練設定温度が８０℃～１８０℃の範囲でお
こなわれることを特徴とする請求項４～６のいずれか１項に記載のトナーの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、結晶性ポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂、着色剤、およびワック
スを含有するトナーであって、
　該トナーは、溶融混練粉砕トナーであり、
　該結晶性ポリエステル樹脂は、
　触媒として無機スズ化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該非晶性ポリエステル樹脂は、
　触媒としてチタン化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該チタン化合物が下記の構造式（１）または構造式（２）で表わされる化合物であるこ
とを特徴とするトナーに関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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Ｔｉ（－Ｘ）ｍ（－ＯＨ）ｎ　（１）
Ｏ＝Ｔｉ（－Ｘ）ｐ（－ＯＲ）ｑ　（２）
［式中、Ｘは炭素数２以上１２以下のモノもしくはポリアルカノールアミンから１個のＯ
Ｈ基のＨを除いた残基である。ポリアルカノールアミンの他のＯＨ基のＨを除いた残基が
同一のＴｉ原子に結合し分子内で環構造を形成していても良く、他のＴｉ原子に結合し分
子間で重縮合し繰り返し構造を形成していても良い。繰り返し構造を形成する場合の重合
度は２以上５以下である。ＲはＨ、または１個以上３個以下のエーテル結合を含んでいて
も良い炭素数１以上８以下のアルキル基である。ｍは１以上４以下の整数、ｎは０以上３
以下の整数、ｍとｎの和は４である。ｐは１または２、ｑは０または１、ｐとｑの和は２
である。ｍまたはｐが２以上の場合、それぞれのＸは同一であっても異なっていても良い
。］
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　更に、本発明は、結晶性ポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂、着色剤、および
ワックスを含有するトナー組成物を溶融混練する工程を有するトナーの製造方法であって
、
　該結晶性ポリエステル樹脂が、
　触媒として無機スズ化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該非晶性ポリエステル樹脂が、
　触媒としてチタン化合物を用いて縮重合された縮重合体であり、
　該チタン化合物が下記の構造式（１）または構造式（２）で表わされる化合物であるこ
とを特徴とするトナーの製造方法に関する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
Ｔｉ（－Ｘ）ｍ（－ＯＨ）ｎ　（１）
Ｏ＝Ｔｉ（－Ｘ）ｐ（－ＯＲ）ｑ　（２）
［式中、Ｘは炭素数２以上１２以下のモノもしくはポリアルカノールアミンから１個のＯ
Ｈ基のＨを除いた残基である。ポリアルカノールアミンの他のＯＨ基のＨを除いた残基が
同一のＴｉ原子に結合し分子内で環構造を形成していても良く、他のＴｉ原子に結合し分
子間で重縮合し繰り返し構造を形成していても良い。繰り返し構造を形成する場合の重合
度は２以上５以下である。ＲはＨ、または１個以上３個以下のエーテル結合を含んでいて
も良い炭素数１以上８以下のアルキル基である。ｍは１以上４以下の整数、ｎは０以上３
以下の整数、ｍとｎの和は４である。ｐは１または２、ｑは０または１、ｐとｑの和は２
である。ｍまたはｐが２以上の場合、それぞれのＸは同一であっても異なっていても良い
。］
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